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さらなる飛躍へ向けて

邁進してまいります。

私たちコンドーテックは、1953年の設立

以来、「私たちは未来を築く人材を育て、

創意工夫と開拓の精神をもって企業活動

を行うことにより、豊かな社会づくりに貢献

します」という企業理念のもと、半世紀以

上にわたり様々な業界に向けて製品・商

品を提供し、社会インフラの充実に貢献す

ることを目指してまいりました。

今後につきましても引き続き、さまざまな

ニーズに対応できる縁の下の力持ち企業

としてあり続けるため、基本戦略に従い、

中期経営計画達成に向けて、グループ一

丸となって実践してまいります。

皆様のますますのご指導ご鞭撻を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。
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報告対象期間

◆対象期間

2015年4月1日～2016年3月31日

（一部に2016年4月以降の活動内容含みます）

◆対象組織

コンドーテック株式会社及びグループ会社

◆会計基準

日本の会計基準を適用

P. １ ごあいさつ ―社長挨拶―

P. ３ 連結ハイライト

P. ４ 連結パフォーマンス ―過去５年の業績推移―

P. ５ コンドーテックのあゆみ ―創業から今までの軌跡―

P. ７ 株主・投資家ならびに

全てのステークホルダーの皆様へ

P. ７ 今期業績・次期見通し

P. ８ コンドーテックの強み

P. １０ 今後さらなる飛躍に向けて

P. １３ セグメント

P. １３ コンドーテックグループ 事業概要

P. １４ コンドーテックグループ 事業拠点

P. １５ 産業資材

P. １６ 鉄構資材

P. １７ 電設資材

決算に関する詳細情報

2016年3月期決算の詳細については、有価証券報告書をご覧ください

URL : http://www.kondotec.co.jp/ir/library/asset_securities.html



連結財務ハイライト

2011 2012 2013 2014 2015年度 2015年度

経営成績

売上高 ¥38,745 ¥41,153 ¥47,991 ¥49,168 ¥50,211 $445,612

営業利益 1,926 2,664 3,271 3,303 3,441 30,546

当社株主帰属当期純利益 1,046 1,605 1,992 2,098 2,239 19,877

設備投資額 180 566 679 403 842 7,477

減価償却費 428 390 418 449 405 3,595

財務状態

総資産 ¥28,403 ¥31,192 ¥34,481 ¥35,186 ¥34,645 $307,468

純資産 15,097 16,990 18,783 20,231 21,102 187,275

有利子負債 705 808 806 636 508 4,513

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー ¥1,454 ¥2,077 ¥1,887 ¥1,818 ¥1,945 $17,264

投資活動キャッシュ・フロー (1,511) (494) (660) 828 (829) (7,364)

財務活動キャッシュ・フロー (550) 426 (389) (699) (1,092) (9,697)

現金及び現金同等物の期末残高 2,790 4,798 5,636 7,626 7,594 67,400

１株当たり情報 （円及び米ドル）

１株当たり当社株主帰属当期純利益 ¥40.36 ¥60.77 ¥72.13 ¥75.91 ¥81.01 $0.71

１株当たり純資産 582.41 615.12 679.27 730.49 774.18 6.87

１株当たり配当額＊2 13.50 14.00 15.50 20.00 22.00 0.19

財務指標

売上高営業利益率 （％） 5.0 6.5 6.8 6.7 6.9

ROE （％）＊3 7.1 10.0 11.1 10.8 10.9

自己資本比率 （％）＊4 53.2 54.5 54.4 57.4 60.8

ＤＯＥ （％） 2.4 2.3 2.4 2.8 2.9

株価指標

期末株価終値 （円） ¥625 ¥606 ¥718 ¥786 ¥834

株価収益率 （倍） 15.5 10.0 10.0 10.4 10.3

*1　米ドルの金額は2016年3月31日のレートで換算しています。
*2　2012年１月１日付の株式分割（1株を2株に分割）については、2011年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し表示しております。
*3　ＲＯＥ＝当期純利益÷（純資産－新株予約権－少数株主持分）
*4　自己資本比率＝（純資産-新株予約権－少数株主持分）÷総資産
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百万円 千米ドル ＊１



連結財務パフォーマンス
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1953

1955

1956

1962

1965

1967

1974

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

商号を「近藤鉄工株式会社」に変更

シャックルの生産を開始

ターンバックルの生産を開始

ワイヤロープの販売を開始

足場吊りチェーンの生産を開始

本社を大阪西区境川に移転

1966

▲

九州工場を開設

1973
▲

土木用、建設用金物及び鋲螺の製作

並びに販売を開始

大阪府大正区泉尾にて

「株式会社近藤商店」を設立

船舶用金物の製造並びに販売を開始

1989

1991

1992

1985

▲
▲

▲
▲

商号を「コンドーテック株式会社」に変更

関東工場を開設

札幌工場を開設

鉄構資材事業

（鉄骨ファブリケーターへの直販事業）を開設

２０１６年３月末現在において、コンドーテックグループは、コンドーテックの販売拠点４４ヶ所・工場４ヶ所と、

連結子会社３社で構成されております。

コンドーテックでは、１９５３年の設立以来、「未来を築く人材を育て、創意工夫と開拓の精神をもって企業活

動を行うことにより、豊かな社会づくりに貢献します。」 という企業理念のもと、経営基盤の強化と事業活動を

通じて社会貢献に積極的に取り組み、持続的に成長してきてまいりました。

コンドーテックのあゆみ

1953年度
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2015年度

1995

1999

▲
▲

大阪証券取引所第二部に株式上場

東京証券取引所第二部に株式上場

2010

2011

2004

オーストリア・ペワッグ社との代理店契約を締結

▲
▲

2005

▲
▲

2007

▲

滋賀工場を開設

2014

▲
▲

中国の物流商社との契約により

煙台物流倉庫を設置

電設資材事業を行う三和電材株式会社の

株式取得し連結子会社化

東京証券取引所及び大阪証券取引所市場

第一部銘柄に指定

タイ現地法人の増資及び実質完全子会社化による

連結子会社化

機械装置製造業を行う中央技研株式会社の

株式取得し連結子会社化

2015年7月

▲

盛岡営業所（産業資材）を開設

2016年1月

▲

長野営業所（鉄構資材）を開設

▲

株主優待制度の導入

（保有株式数に応じお米券を年１回贈呈）

2016年2月

▲

取得価格８億円・取得株数１００万株を上限とする

自己株式の取得を決定



株主・投資家ならびに

全てのステークホルダーの皆様へ

今期の業績

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善が進み、賃金の持ち直しの動きがみら

れましたが、設備投資や個人消費は横ばい圏での動きにとどまっており、また、為替や株価は大幅に変動し、中

国や新興国の経済減速による海外景気の下振れ懸念などもあり、景気の先行きは依然として不透明な状況が

続いております。

当社グループ関連業界におきましては、住宅建設はおおむね持ち直しの動きがみられるものの、公共工事は

減少が続き、地域経済の景況感を悪化させる要因となっており、停滞感を強めながら厳しい状況で推移しており

ます。

このような状況のもとで、当社は自社製品の拡販、新規販売先の開拓や休眠客の掘り起こしなどの営業活動

を展開するとともに、ユーザーのニーズを的確にとらえ、付加価値の高い製品の開発と商品調達機能をさらに強

化し、事業拡大を図ってまいりました。

その結果、売上高は５０,２１１百万円（前年比２.１％増）、当社株主帰属当期純利益２,２３９百万円（前年比６.

７％増）と前年度を上回る業績を達成することができました。

次期の見通し

次期について、業績は今期を上回る売上高５１,６５０百万円（２.９％増）、株主帰属当期純利益２,３１７百万円

（３.５％増）、指標はＲＯＥ１０％以上・ＤＯＥ２.５％以上を目標に、グループ一丸となって達成に向けて邁進してま

いります。

代表取締役社長

近藤 勝彦
7 KONDOTEC INC. ANNUAL REPORT 2016



コンドーテックの強み

販売先業種の多様性

コンドーグループの強みは、外部環境は毎期変動していく中でも、毎期業績を更新し安定的に業績を伸ばして

いることがあげられます。

この安定的な成長は、コンドーグループが長年推進してきた営業推進活動によるものであり、このコンドーグ

ループの強みとなっている営業推進活動「販売先業種の多様性」「販売開拓活動」「商材の多様性」「商材の開

発・開拓」についてご説明させて頂きます。

コンドーグループは、建設業界をメインとした卸売業を営んでいることから、コンドーグループの商材は、建築・

土木・道路・鉄道・橋・林業・海洋・環境等といった多様な業界に供給需要があり、いわば社会インフラ基盤全体

が供給先となっております。

そのため、外部環境の変動によって一部の業界の需要が縮小し販売が減少したとしても、他の需要がある業

界への販売を促進していくことで、安定的な売上を積み上げていく販売体制ができております。
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47,991 49,168 50,211 51,650

1,046

1,605
1,992

2,098
2,239 2,317

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

11 12 13 14 15 16年度

売上高・株主帰属当期純利益の推移（百万円）

売上高（左軸）

株主帰属当期純利益（右軸）

供給先の業界

農園

道路

物流

工場

高架作業

電設資材

鉄道・橋梁

荷役作業

船舶輸送

船舶

港湾

建築工事

鉄骨工事

林道・索道

プレハブ建築
木造建築

公園・遊具施設

法面工事

緑化資材

養殖・漁業

緊急防災備品

護岸工事

土木工事
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商材の開発・開拓

商材の多様性

販売開拓活動

コンドーグループは、主に以下の販売開拓活動を重要な営業活動として継続して促進することによって、今あ

る販売活動領域を広げていき、当期だけではなく将来にわたって受注機会を獲得できる仕組みを作っております。
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コンドーグループ全体で、現在約５０,０００点と多くの商材があります。この取扱う商材点数は、販売先の要望

や、自社開発、今後の需要を見込んでの新たな取扱いにより順次増えております。

コンドーグループはメーカー機能も有しているため、取扱う商材は汎用品だけではなく、販売先の要望に合わ

せた受注生産も行えることから、ニッチな要望にも対応ができることが強みであります。

新商材の開発の場として、営業部門と製造部門が合同で新商材委員会を定期的に開催しております。販売先

からの要望や商材の改善案について議論していき、より付加価値の高い商材を開発・開拓し販売先に提供でき

るように取り組んでおります。

最近の事例といたしましては、従来のアンカーフレームよりも作業効率向上・基礎強度向上・コスト削減が図れ

るコンベース・エコの開発がございます。また、台湾吊り具メーカーＹＯＫＥ ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ ＣＯＲＰ.とイエローポイ

ントシリーズの日本唯一の代理店契約を締結したことで、従来のＪＩＳアイボルトでは使用できない横吊りや不均

等な位置からの吊り上げが可能な吊り具の販売ができるようになりました。

開拓先・売上高の推移（百万円）

営業担当者は毎月新規販売先１件獲得を目標とし、販売先数増加を促進新規販売先の開拓

首都圏営業（「産業資材」事業）

アンカー施工（「鉄構資材」事業） 商材の納入だけではなく、施工も受注していくことで販売領域を開拓

専任の営業担当者を配置して集中購買に対応し、受注獲得を促進

9 KONDOTEC INC. ANNUAL REPORT 2016

（目標）

＜コンベース・エコ＞

（アンカーフレーム）

＜イエローポイント・シリーズ＞



コンドーテックが安定的に業績を伸ばしてきた基盤となっている営業推進活動について説明してまいりました。

これらの営業推進活動は独立したものではなく、相互に関連しており相乗効果をもたらすものであります。その

ため、これらの活動を推進していくことがさらなる業績の成長につながっていくことから、今後も重要な活動として

継続していきます。

今の販売体制を前提とした今後の目標としましては、２０１６年５月にて「中期経営計画（２０１６～２０１８年度）」

を発表しており、この計画は毎年成果と課題を検証しながら経営環境の変化に対応するローリング方式によって

策定しております。

２０２０年度以降を見据えた「長期経営計画」といたしましては、グループ全体の売上高が５００億を達成したこ

とから、さらなる飛躍を目指して売上高１,０００億を目標とし、その目標実現に向けて「基本戦略・資本政策」を発

表しております。

グループ全体で「基本戦略・資本政策」を指針として経営していくことで、「中期経営計画」と「長期経営計画」の

実現を目指してまいります。

中期経営計画

売上高
1,000億

売上高
502億

売上高
516億

売上高
543億

売上高
569億

2016 2017           2018年度 長期経営計画 2020年度以降

今後さらなる飛躍に向けて
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企業の買収や資本・業務提携を事業基盤の強化を図るための重要な戦略の一つと位置づけております。買

収・提携の案件については、資本コストを意識しながら対象事業の成長性について分析・議論を行い、積極的に

常時検討を行っております。

既存事業における受注の拡大

海外市場への展開

企業の買収及び資本・業務提携

１

２

３

基本戦略

［Ｍ＆Ａにおける４つの視点］

［海外売上高の推移］

既存事業においてユーザーのニーズを的確にとらえ、付加価値の高い商材の開発と商材調達機能をさらに強

化するとともに、社員を効率的に配置することにより販売力を強化し受注拡大を図ってまいります。

＜取組事項 ： 営業拡大会議・新規販売先の開拓・首都圏営業・アンカー施工の受注拡大・新商材委員会＞

成長が見込まれる海外市場への展開を進めていくことが収益力の強化になると考えており、２０１４年８月にて

タイ現地法人を子会社化し、タイを拠点としたＡＳＥＡＮ諸国での事業エリアの拡大に向けて活動し始めています。

今後は、販路の増強や海外での人員増を含めたさらなる営業力の強化により、海外売上高比率を高めてまいり

ます。

建設以外の業界に関わる企業をＭ＆Ａし、事業分野を拡大する

仕入商材のメーカー等をＭ＆Ａし、当社の既存事業の深掘を図る

海外拠点を保有している企業をＭ＆Ａし、販売フィールドを拡大する

小売、カタログ販売、ネット販売といった当社とは異なる販売形態を取る

企業への積極的なＭ＆Ａを進める

隣接する事業

事業の深掘

事業エリアの拡大

販売形態の拡大

448

329

519

14 15 16年度

（目標）

海外売上比率（％）

海外売上高（百万円）
0.9%

0.7%

1.0%
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製品技術力の強化

人材の活用

４

５

資本効率目標 ： 連結株主資本利益率（ＲＯＥ） １０％以上

株主還元目標 ： 連結純資産配当率（ＤＯＥ） ２.５％以上

資本政策

１

２

開発、製造、品質の分野において、数々の経験と独創的なノウハウを活かし、グループ全体の技術融合によっ

て、付加価値の高い商材を提供できるようにしてまいります。また、販売先の特殊なニーズにも対応できるように

多品種少量生産における生産の高効率生産を強化し、継続的に生産性の向上に取り組んでまいります。

＜取組事項 ： 新商材委員会、工場にて生産効率化を提案するコンペの開催＞

人的資源が事業の基盤であるとの認識のもと、継続的な人材育成に取り組み、海外事業等への人的資源の集

中投入、グローバルな人材の育成・強化を図ります。

＜取組事項 ： 管理者研修・技術研修・留学生の採用＞

資本政策として、「資本効率目標」と「株主還元目標」を設定しております。「資本効率目標」は、業績の拡大を

進めるにおいて事業の効率性の指標であるＲＯＥを取り入れることで、企業価値の創造につなげていくことを目

的としております。「株主還元目標」は、配当において、連結業績、連結配当性向の両方を考慮する指標であるＤ

ＯＥを取り入れることで、株主の皆様へ継続的・安定的に配当を行っていくことを目的としております。

7.1

10.0

11.1 10.8 10.9 10.6

11 12 13 14 15 16年度

ＲＯＥ目標

１０％

2.4
2.3

2.4

2.8

2.9 2.8

11 12 13 14 15 16年度

ＤＯＥ目標

２.５％
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※　「売上構成比率」「営業利益構成比率」は、2015年度の実績に基づくものです。

コンドーグループ 事業概要

産業資材

鉄構資材

電設資材

コンドーグループには、「産業資材」「鉄構資材」「電設資材」の事業がございます。

メーカー及び商社としてさまざまな業界に商材を提供しております。

エンド

ユーザー

鉄

構
資

材

エンドユーザー

[日本]

鉄骨加工業者

家電メーカー

電

設
資

材

エンド

ユーザー

売上構成比率

60.0％

売上構成比率

売上構成比率

23.6％

16.3％

営業利益構成比率

61.8％

営業利益構成比率

営業利益構成比率

29.6％

8.6％

・建築・土木関連

（メーカー等）

・コンドー自社工場

・海外仕入

（OEM工場含む）

[日本][海外]

・金物屋

・問屋

・ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

・建築・土木関連

（メーカー等）

・コンドー自社工場

・海外仕入

（OEM工場含む）

[日本]

・電気工事店

・電気小売店

金物小売業を中心に、土木・建築資材、機械装置等を

製造・仕入・販売しております。

子会社のうち、タイ現地法人と中央技研㈱を含んでおります。

全国の鉄骨加工業者向けに、建設関連資材を

製造・仕入・販売しております。

連結子会社の三和電材㈱が行っている事業で、

家屋、ビル、施設、工場などの建設に携わる電気工事業者や

家電小売店に電設資材を仕入販売しております。

13 KONDOTEC INC. ANNUAL REPORT 2016

産

業

資
材

仕入先 販売先

仕入先 販売先

仕入先 販売先



日本中国

物流倉庫

タイ

コンドーテック㈱ 営業部

海外営業部

開発事業部

コンドーテック㈱ 鉄構営業部

KONDOTEC
International

（Thailand）

OEM工場

併設店舗（産業資材と鉄構資材）

コンドーグループ 事業拠点
コンドーグループは、日本全国に拠点を持ち、商材を提供しております。

海外からの輸入による商材の調達・海外への輸出も行っております。
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産業資材

鉄構資材

電設資材

＜販売拠点＞ ※2016年3月末現在

札幌工場

関東工場

滋賀工場

九州工場



産業資材

２０１５年度の概況

今後の取り組み

29,974 30,138 31,031

0

10,000

20,000

30,000

40,000

14 15 16年度

売上高
（百万円）

2,200 2,128 2,150

0

1,000

2,000

3,000

14 15 16年度

営業利益
（百万円）

吊り具 ねじシャックル ターンバックル

チェーン 型枠部材 仮設部材 現場用品 船舶・艤装品

ロープ類環境・廃棄資材

主要商材

物流荷役機器

２０２０年の東京オリンピック開催に向けた工事需要の高まり

もあり、民間の建設・設備投資は堅調に推移することが見込ま

れることから、地域密着型営業により新規販売先・休眠客を開

拓し、競争力のある商材を充実させることにより売上高の増加

を図ってまいります。

今後のさらなる成長に向けて取り組むべき事項としては、商品

説明会や勉強会実施により取引先との関係を強化することや、

ユーザー直販の割合を増やして販路を拡大することがあげられ

ます。

このような取り組みを行うことで、２０１６年度の目標値につい

て、売上高３１,０３１百万円、営業利益２,１５０百万円を目指しま

す。

除染工事や物流倉庫の物件、都市部での再開発事業、高速

道路の改修工事などの需要は安定してありましたが、土木関連

の工事が減少し、公共工事の依存度の高い地方では入札不調

の影響が出ており、加えて中小物件の低迷が予想以上に続くな

ど、停滞感を強めていく状況で推移した結果、売上高は前期比

０.５％増の３０,１３８百万円、営業利益は前年比３.３％減の２,１

２８百万円となりました。

(目標)

(目標)
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鉄構資材

２０１５年度の概況

今後の取り組み

11,344 11,866 12,469

0

4,000

8,000

12,000

16,000

14 15 16年度

968
1,018

1,057

0

400

800

1,200

14 15 16年度

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

コンブレース

（JISブレース） 自立コンピース コンベース・エコ コラム裏当金 ライズタラップ コンデッキバー

アンカーボルト 溶接資材 セラミックタブ ＣＡＤ スパッター付着防止剤 加工工具

主要商材

物流倉庫や商業施設などの大型低層物件、耐震改修工事な

どは全国的な展開をみせ、鉄骨建築の需要の堅調な伸びに伴

い鉄骨加工業者の工場稼働率も高水準を維持しており、鉄骨

部材やアンカーボルト、ハイテンションボルトなどの売上が伸展

した結果、売上高は前期比４.６％増の１１,８６６百万円、営業利

益は前年比５.１％増の１,０１８百万円となりました。

２０２０年東京オリンピック関連の工事、大型物流センターの建

設や老朽化構築物の建替により、前年並みの建設需要が見込

まれていることから、新規販売先・休眠客の開拓、製品の拡販、

アンカー施工受注獲得による売上高の増加を図ってまいります。

今後のさらなる成長に向けて取り組むべき事項としては、需要

が旺盛な大型プロジェクト物件を受注している鉄鋼商社への営

業活動を強化することや、建設業が人手不足の状況であること

から、ファブリケーターだけではなくゼネコン・商社へ営業対象を

拡大していき、アンカー施工の受注拡大を積極的に促進するこ

とがあげられます。

このような取り組みを行うことで、２０１６年度の目標値につい

て、売上高１２,４６９百万円、営業利益１,０５７百万円を目指しま

す。

(目標)

(目標)
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電設資材

２０１５年度の概況

今後の取り組み

7,848 8,206 8,150

0

2,500

5,000

7,500

10,000

14 15 16年度

218

294
275

0

100

200

300

400

14 15 16年度

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

太陽光発電システム 照明器具 電線・ケーブル 配管材 空調設備 重電機器

分電盤 制御部品 通信機器 配線器具 電気工具 火災報知設備

主要商材

民間の建築、設備投資に持ち直しの動きがみられ、太陽光発

電設備や工場・商業施設向けＬＥＤ照明、空調設備等省エネ関

連商材が好調に推移した結果、売上高は前年比４.６％増の８,２

０６百万円となりました。また、競合他社との受注競争はあった

ものの、売上総利益率は０.５ポイント上昇し、営業利益は前年

比３５.２％増の２９４百万円となりました。

住宅着工件数は少子化・人口減少による長期低下傾向が予

想されており、かつ、太陽光発電設備への投資も減少している

ことから、重点商材の充実化、既存取引先との関係強化、新規

取引先の開拓に取り組むことで、確実に受注を獲得し売上の増

加を図ってまいります。

今後のさらなる成長にむけての取り組むべき事項としては、工

事機能を組織化しエンドユーザーへの直需事業を強化すること

と、衛生・水回り関連商材といった、住宅関連設備における新分

野の品揃えを充実させて販路を拡大することがあげられます。

このような取り組みを行うことで、２０１６年の目標値について、

売上高８,１５０百万円、営業利益２７５百万円を目指します。

(目標)

(目標)
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〒550-0024

大阪市西区境川2丁目2番90号

Telephone : 06-6582-8441

Website : http://www.kondotec.co.jp/index.html


